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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヒータにより加熱される加熱対象物の温度を検出する温度検出手段と、
　前記ヒータに交流電圧を印加する交流電源と、
　前記加熱対象物の温度と目標温度に基づいて、前記ヒータの点灯比率を決定する点灯比
率決定手段と、
　所定の制御周期を単位とするパターンであって、フリッカを回避するように、前記制御
周期内の前記交流電圧の半波長に全点灯または全消灯が割り当てられた点灯パターンを記
憶する点灯パターン記憶手段と、
　決定された前記点灯比率が閾値以下である場合に、前記点灯パターン記憶手段において
、前記点灯比率決定手段により決定された前記点灯比率よりも高い点灯比率に対応付けら
れている前記点灯パターンを抽出する点灯パターン抽出手段と、
　抽出された前記点灯パターンにおいて全点灯が割り当てられている半波長に対し、前記
全点灯にかえて一部点灯を割り当てる一部点灯割当手段と、
　一部点灯が割り当てられた前記点灯パターンに基づいて、前記ヒータの点灯を制御する
点灯制御手段と
を備えたことを特徴とするヒータ制御装置。
【請求項２】
　前記点灯パターンは、５半波長または５半波長の整数倍の制御周期を単位とするパター
ンであることを特徴とする請求項１に記載のヒータ制御装置。
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【請求項３】
　前記一部点灯割当手段は、複数の半波長それぞれにおける点灯電力が等しくなるような
一部点灯を前記複数の半波長に割り当てることを特徴とする請求項１または２に記載のヒ
ータ制御装置。
【請求項４】
　前記一部点灯割当手段は、複数の半波長の点灯電力が前記点灯パターンの先頭から最後
尾にかけて増加するような一部点灯を前記複数の半波長に割り当てることを特徴とする請
求項１または２に記載のヒータ制御装置。
【請求項５】
　前記一部点灯割当手段は、複数の半波長の点灯電力が前記点灯パターンの先頭から最後
尾にかけて減少するような一部点灯を前記複数の半波長に割り当てることを特徴とする請
求項１または２に記載のヒータ制御装置。
【請求項６】
　前記点灯パターン抽出手段は、５０％よりも大きい前記点灯比率に対応付けられている
前記点灯パターンを抽出することを特徴とする請求項１から５のいずれか一項に記載のヒ
ータ制御装置。
【請求項７】
　前記点灯パターン抽出手段は、５０％よりも小さい前記点灯比率に対応付けられている
前記点灯パターンを抽出することを特徴とする請求項１から５のいずれか一項に記載のヒ
ータ制御装置。
【請求項８】
　前記一部点灯割当手段は、一部点灯割り当て後の前記点灯パターンにおける点灯電力の
総和と、一部点灯割り当て前の前記点灯パターンにおける点灯電力の総和が等しくなるよ
うな一部点灯を割り当てることを特徴とする請求項１から７のいずれか一項に記載のヒー
タ制御装置。
【請求項９】
　前記一部点灯割当手段は、前記ヒータの点灯開始から第１時間前記点灯電力が増加し、
前記ヒータを消灯までの第２時間前記点灯電力が減少し、前記第１時間経過後、前記第２
時間経過前の時間においては、前記点灯電力が等しくなるような一部点灯を割り当てるこ
とを特徴とする請求項１または２に記載のヒータ制御装置。
【請求項１０】
　ヒータにより加熱される加熱対象物の温度を検出する温度検出手段と、
　前記ヒータに交流電圧を印加する交流電源と、
　前記加熱対象物の温度と目標温度に基づいて、前記ヒータの点灯比率を決定する点灯比
率決定手段と、
　所定の制御周期を単位とするパターンであって、フリッカを回避するように、前記制御
周期内の前記交流電圧の半波長に全点灯または全消灯が割り当てられた点灯パターンを記
憶する点灯パターン記憶手段と、
　決定された前記点灯比率が閾値以下である場合に、前記点灯パターン記憶手段において
、前記点灯比率決定手段により決定された前記点灯比率よりも高い点灯比率に対応付けら
れている前記点灯パターンを抽出する点灯パターン抽出手段と、
　抽出された前記点灯パターンにおいて全点灯が割り当てられている半波長に対し、前記
全点灯にかえて一部点灯を割り当てる一部点灯割当手段と、
　一部点灯が割り当てられた前記点灯パターンに基づいて、前記ヒータの点灯を制御する
点灯制御手段と
を備えたことを特徴とする画像形成装置。
【請求項１１】
　ヒータ制御処理をコンピュータに実行させるためのプログラムであって、
　前記コンピュータは、
　所定の制御周期を単位とするパターンであって、フリッカを回避するように、前記制御
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周期内のヒータに印加される交流電圧の半波長に全点灯または全消灯が割り当てられた点
灯パターンを記憶する点灯パターン記憶手段を備え、
　前記コンピュータに、
　前記加熱対象物の温度と目標温度に基づいて、前記ヒータの点灯比率を決定する点灯比
率決定ステップと、
　決定された前記点灯比率が閾値以下である場合に、前記点灯パターン記憶手段において
、前記点灯比率決定ステップで決定された前記点灯比率よりも高い点灯比率に対応付けら
れている前記点灯パターンを抽出する点灯パターン抽出ステップと、
　抽出された前記点灯パターンにおいて全点灯が割り当てられている半波長に対し、前記
全点灯にかえて一部点灯を割り当てる一部点灯割当ステップと、
　一部点灯が割り当てられた前記点灯パターンに基づいて、前記ヒータの点灯を制御する
点灯制御ステップと
を前記コンピュータに実行させるためのプログラム。
【請求項１２】
　前記点灯パターンは、５半波長または５半波長の整数倍の制御周期を単位とするパター
ンであることを特徴とする請求項１１に記載のプログラム。
【請求項１３】
　前記一部点灯割当ステップでは、複数の半波長それぞれにおける点灯電力が等しくなる
ような一部点灯を前記複数の半波長に割り当てることを特徴とする請求項１１または１２
に記載のプログラム。
【請求項１４】
　前記一部点灯割当ステップでは、複数の半波長の点灯電力が前記点灯パターンの先頭か
ら最後尾にかけて増加するような一部点灯を前記複数の半波長に割り当てることを特徴と
する請求項１１または１２に記載のプログラム。
【請求項１５】
　前記一部点灯割当ステップでは、複数の半波長の点灯電力が前記点灯パターンの先頭か
ら最後尾にかけて減少するような一部点灯を前記複数の半波長に割り当てることを特徴と
する請求項１１または１２に記載のプログラム。
【請求項１６】
　前記点灯パターン抽出ステップでは、５０％よりも大きい前記点灯比率に対応付けられ
ている前記点灯パターンを抽出することを特徴とする請求項１１から１５のいずれか一項
に記載のプログラム。
【請求項１７】
　前記点灯パターン抽出ステップでは、５０％よりも小さい前記点灯比率に対応付けられ
ている前記点灯パターンを抽出することを特徴とする請求項１１から１５のいずれか一項
に記載のプログラム。
【請求項１８】
　前記一部点灯割当ステップでは、一部点灯割り当て後の前記点灯パターンにおける点灯
電力の総和と、一部点灯割り当て前の前記点灯パターンにおける点灯電力の総和が等しく
なるような一部点灯を割り当てることを特徴とする請求項１１から１７のいずれか一項に
記載のプログラム。
【請求項１９】
　前記一部点灯割当ステップは、前記ヒータの点灯開始から第１時間前記点灯電力が増加
し、前記ヒータを消灯までの第２時間前記点灯電力が減少し、前記第１時間経過後、前記
第２時間経過前の時間においては、前記点灯電力が等しくなるような一部点灯を割り当て
ることを特徴とする請求項１１または１２に記載のプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ヒータの点灯を制御するヒータ制御装置、画像形成装置およびプログラムに
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関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子写真方式の画像形成装置に用いられる定着ヒータには、ハロゲンヒータが広く用い
られている。ハロゲンヒータは、ヒータの中でも特に低温時に突入電流を発生しやすい特
性があり、また定常的な消費電流も大きい。このためヒータ点灯タイミングと同期して商
用電源の電圧降下を発生し蛍光灯などの照明器具がちらつく原因となっている。
【０００３】
　これに対し、人間の目に敏感に感じるとされるちらつきの周波数帯（８．８～１０Ｈｚ
）に対し、ヒータの点灯制御が約１０Ｈｚ帯域のスイッチングにならないように、または
周波数成分が極力小さくなるように、ちらつきの対象となる周波数に近い１０半波長（１
００ｍｓ）周期の半波サイクル単位で点灯パターンを制御する技術が知られている（例え
ば、特許文献１参照）。これにより、フリッカ、高調波電流および雑音端子電圧規制の問
題に対応している。
【０００４】
　さらに、突入電流の抑制を目的として、上述の高周波点灯パターンの直前に半波長の一
部のみヒータをオンし、徐々にオン時間を長くする位相制御（ソフトスタート）を導入す
る技術が提案されている（例えば、特許文献２参照）。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、１０半波長周期の半波サイクル単位での点灯パターンのヒータ制御にお
いては、点灯デューティ（点灯比率）によるフリッカレベルの差が生じており、低デュー
ティ（１０～３０％付近）では、中デューティ（４０～６０％付近）と比較し周波数特性
が劣っておりフリッカレベルが悪い傾向にあることがわかっている。
【０００６】
　このため、本点灯中のごく短時間（数１０ｍｓｅｃ）の消灯期間に起因する突入電流を
抑制することができず、消灯期間が数半波以上続く低デューティにおいては、フリッカレ
ベルの改善があまり見込まれないという問題があった。さらに、低デューティにおいては
点灯回数が少なく、周波数成分の改善（高周波化）も行えないという問題があった。また
、本点灯中に上述の位相制御を利用した場合には、高調波電流、雑音端子電圧の特性を極
端に悪化させてしまうという問題があった。
【０００７】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、点灯比率が低い場合においても、高調
波電流、雑音端子電圧のレベル悪化を抑制しつつ、フリッカレベルを改善することのでき
るヒータ制御装置、画像形成装置およびプログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明は、ヒータ制御装置であって、
ヒータにより加熱される加熱対象物の温度を検出する温度検出手段と、前記ヒータに交流
電圧を印加する交流電源と、前記加熱対象物の温度と目標温度に基づいて、前記ヒータの
点灯比率を決定する点灯比率決定手段と、所定の制御周期を単位とするパターンであって
、フリッカを回避するように、前記制御周期内の前記交流電圧の半波長に全点灯または全
消灯が割り当てられた点灯パターンを記憶する点灯パターン記憶手段と、決定された前記
点灯比率が閾値以下である場合に、前記点灯パターン記憶手段において、前記点灯比率決
定手段により決定された前記点灯比率よりも高い点灯比率に対応付けられている前記点灯
パターンを抽出する点灯パターン抽出手段と、抽出された前記点灯パターンにおいて全点
灯が割り当てられている半波長に対し、前記全点灯にかえて一部点灯を割り当てる一部点
灯割当手段と、一部点灯が割り当てられた前記点灯パターンに基づいて、前記ヒータの点
灯を制御する点灯制御手段とを備えたことを特徴とする。
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【０００９】
　また、本発明の他の形態は、画像形成装置であって、ヒータにより加熱される加熱対象
物の温度を検出する温度検出手段と、前記ヒータに交流電圧を印加する交流電源と、前記
加熱対象物の温度と目標温度に基づいて、前記ヒータの点灯比率を決定する点灯比率決定
手段と、所定の制御周期を単位とするパターンであって、フリッカを回避するように、前
記制御周期内の前記交流電圧の半波長に全点灯または全消灯が割り当てられた点灯パター
ンを記憶する点灯パターン記憶手段と、決定された前記点灯比率が閾値以下である場合に
、前記点灯パターン記憶手段において、前記点灯比率決定手段により決定された前記点灯
比率よりも高い点灯比率に対応付けられている前記点灯パターンを抽出する点灯パターン
抽出手段と、抽出された前記点灯パターンにおいて全点灯が割り当てられている半波長に
対し、前記全点灯にかえて一部点灯を割り当てる一部点灯割当手段と、一部点灯が割り当
てられた前記点灯パターンに基づいて、前記ヒータの点灯を制御する点灯制御手段とを備
えたことを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明の他の形態は、ヒータ制御処理をコンピュータに実行させるためのプログ
ラムであって、前記コンピュータは、所定の制御周期を単位とするパターンであって、フ
リッカを回避するように、前記制御周期内のヒータに印加される交流電圧の半波長に全点
灯または全消灯が割り当てられた点灯パターンを記憶する点灯パターン記憶手段を備え、
前記コンピュータに、前記加熱対象物の温度と目標温度に基づいて、前記ヒータの点灯比
率を決定する点灯比率決定ステップと、決定された前記点灯比率が閾値以下である場合に
、前記点灯パターン記憶手段において、前記点灯比率決定ステップで決定された前記点灯
比率よりも高い点灯比率に対応付けられている前記点灯パターンを抽出する点灯パターン
抽出ステップと、抽出された前記点灯パターンにおいて全点灯が割り当てられている半波
長に対し、前記全点灯にかえて一部点灯を割り当てる一部点灯割当ステップと、一部点灯
が割り当てられた前記点灯パターンに基づいて、前記ヒータの点灯を制御する点灯制御ス
テップとを前記コンピュータに実行させるためのプログラムである。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、点灯比率が低い場合においても、高調波電流、雑音端子電圧のレベル
低下を抑制しつつ、フリッカレベルを改善することのできるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、本発明の第１の実施の形態にかかる画像形成装置１０の全体構成を示す
ブロック図である。
【図２】図２は、点灯パターンを模式的に示す図である。
【図３】図３は、画像形成装置１０によるヒータ制御処理を示すフローチャートである。
【図４】図４は、一部点灯割当部１１５により一部点灯が割り当てられた４０％点灯パタ
ーンの一例を示す図である。
【図５－１】図５－１は、一部点灯の半波長に対する割合の算出方法を説明するための図
である。
【図５－２】図５－２は、一部点灯の半波長に対する割合の算出方法を説明するための図
である。
【図６】図６は、一部点灯が割り当てられた６０％点灯パターンの一例を示す図である。
【図７】図７は、一部点灯が割り当てられた点灯パターンの一例を示す図である。
【図８】図８は、一部点灯が割り当てられた点灯パターンの一例を示す図である。
【図９】図９は、一部点灯が割り当てられた点灯パターンの一例を示す図である。
【図１０】図１０は、一部点灯が割り当てられた点灯パターンの一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下に添付図面を参照して、この発明にかかるヒータ制御装置、画像形成装置およびプ
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ログラムの一実施の形態を詳細に説明する。
【００１４】
　図１は、本発明の実施の形態にかかる画像形成装置１０の全体構成を示すブロック図で
ある。画像形成装置１０は、画像形成装置１０に設けられた定着ユニット等のヒータを制
御するヒータ制御装置を含んでいる。具体的には、画像形成装置１０は、メイン電源１０
０と、制御基板１１０とを主に備えている。さらに、画像形成装置１０は、さらに、定着
ユニット１２０と、電源ＳＷ１４１と、ドアＳＷ１４２と、トライアック（ＴＲＩ）１４
３とを備えている。
【００１５】
　制御基板１１０は、画像形成装置１０全体を制御する。制御基板１１０は、不図示のＣ
ＰＵ、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＮＶＲＡＭ、ＡＳＩＣ（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆ
ｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）、入出力インターフェイスがバスを介し
て接続されたコンピュータとして実装される。
【００１６】
　制御基板１１０は、メイン電源１００と、定着ユニット１２０の間に設けられたＴＲＩ
１４３や電磁リレー１０６のオン／オフを制御することにより、定着ユニット１２０のハ
ロゲンヒータ１２１の温度制御やオン／オフの制御を行う。なお、ハロゲンヒータ１２１
にかえて、セラミックヒータなど他のヒータを用いてもよい。
【００１７】
　定着ユニット１２０のハロゲンヒータ１２１の近傍に配置されたサーミスタ１２２は、
ハロゲンヒータ１２１の表面温度を検知する。制御基板１１０は、サーミスタ１２２が検
知した表面温度をＡ／Ｄ変換して、ハロゲンヒータ１２１の表面温度を検知する。制御基
板１１０は、この表面温度が安定するようＴＲＩ１４３や電磁リレー１０６のオン／オフ
を制御する。
【００１８】
　画像形成装置１０の電源ＳＷ１４１がオンになると、ＡＣ電源１０１から供給された電
流はフィルタ１０２でノイズ除去された後、整流ダイオード１０３及び平滑コンデンサ１
０４で平滑化され、ＤＤＣ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｄｏｗｎ　Ｃｏｎｖｅｔｅｒ）１０５に供
給される。ＤＤＣ１０５は、スイッチング方式のＤＣ－ＤＣコンバータであり、定電圧Ｖ
ｃｃを制御基板１１０に、２４Ｖを電磁リレー１０６に供給する。
【００１９】
　電磁リレー１０６は、画像形成装置１０のドアＳＷ１４２がオンになるとスイッチ１０
７をオンにすると共に、制御基板１１０を介して、定着ユニット１２０をオフにすること
ができる。すなわち、定着ユニット１２０の安全装置となる。
【００２０】
　ゼロクロス検知回路１０８は、ＡＣ電源１０１のゼロクロス点を検出する。制御基板１
１０は、このゼロクロス点に応じてＴＲＩ１４３をオン／オフする。スイッチ１０７がオ
ンの場合、ゼロクロス検知回路１０８に供給される交流電流は、半波長毎に電圧がゼロ近
くになる。このため、ゼロクロス検知回路１０８のトランジスタがオン電圧を保持できな
くなる。ゼロクロス検知回路１０８は、このトランジスタの状態を検知してゼロクロス信
号を制御基板１１０に出力する。
【００２１】
　制御基板１１０は、点灯パターン記憶部１１１と、制御部１１２とを有している。制御
部１１２は、交流電圧の半波長を１単位として、ハロゲンヒータ１２１への通電のオンオ
フを制御する間引き制御を行う。制御部１１２はまた、半波長の一部のみオンとする位相
制御と間引き位相制御とを組み合わせた間引き位相制御を行う。なお、間引き位相制御に
ついては後述する。制御部１１２は、具体的には、点灯パターン記憶部１１１に記憶され
ている点灯パターンに従いハロゲンヒータ１２１の点灯を制御する。
【００２２】
　点灯パターン記憶部１１１は、点灯パターンを記憶している。点灯パターンは、制御周
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期単位のハロゲンヒータ１２１の点灯パターンである。制御周期とは、制御基板１１０が
制御するＡＣ電源１０１の電圧周期であり、予め定められた長さの周期である。本実施の
形態においては、制御周期を１０半波長とする。これに対応し、点灯パターン記憶部１１
１に記憶されている点灯パターンは、１０半波長を単位として設定されている。
【００２３】
　図２は、点灯パターンを模式的に示す図である。点灯パターン記憶部１１１は、各点灯
デューティに対応付けられた点灯パターンを記憶している。ここで、点灯デューティとは
、ハロゲンヒータ１２１の点灯比率である。本実施の形態においては、点灯デューティ１
０％間隔で１０の点灯パターンが記憶されている。図２において、斜線で示す半波長がハ
ロゲンヒータ１２１の点灯に相当する領域である。例えば、点灯デューティ３０％におい
ては、１０半波長のうち所定の３半波長においてハロゲンヒータ１２１の点灯が設定され
ている。このように、点灯パターン記憶部１１１に記憶されている点灯パターンは、ハロ
ゲンヒータ１２１の点灯期間を半波長単位で間引く間引きパターンである。この間引きパ
ターンによるハロゲンヒータ１２１の点灯制御を間引き制御と称する。
【００２４】
　本実施の形態にかかる点灯パターン記憶部１１１が記憶する点灯パターンは、いずれも
１０Ｈｚ前後の周波数帯域を回避するような点灯パターンである。すなわち、フリッカを
回避するように全点灯または全消灯が割り当てられた点灯パターンである。なお、本実施
の形態においては、点灯デューティ１０％については、２０半波長を制御周期とする半波
制御パターンが記憶されている。
【００２５】
　図１の制御部１１２は、点灯デューティ決定部１１３と、点灯パターン抽出部１１４と
、一部点灯割当部１１５と、点灯制御部１１６とを有している。点灯デューティ決定部１
１３は、サーミスタ１２２により検出されたハロゲンヒータ１２１の表面温度と目標温度
に基づいて点灯デューティを決定する。
【００２６】
　点灯パターン抽出部１１４は、点灯デューティ決定部１１３により決定された点灯デュ
ーティが予め設定された閾値以下である場合には、点灯デューティ決定部１１３により決
定された点灯デューティよりも大きい点灯デューティに対応付けられている点灯パターン
を点灯パターン記憶部１１１から抽出する。本実施の形態においては、閾値を３０％とす
る。なお、閾値は、任意の値であればよく、実施の形態に限定されるものではない。
【００２７】
　点灯デューティが閾値未満である場合に抽出される点灯パターンは予め設定されている
ものとする。本実施の形態においては、点灯デューティが１０％と決定された場合には、
周波数特性に優れている４０％の点灯パターンを抽出するよう設定されているものとする
。ただし、抽出される点灯パターンは４０％に限定されるものではなく、閾値以上の他の
点灯デューティの点灯パターンであってもよい。
【００２８】
　一方、点灯デューティ決定部１１３により決定された点灯デューティが閾値よりも大き
い場合には、点灯パターン抽出部１１４は、点灯デューティ決定部１１３により決定され
た点灯デューティに対応付けられている点灯パターンを抽出する。
【００２９】
　一部点灯割当部１１５は、点灯パターン抽出部１１４が点灯デューティ決定部１１３に
より決定された点灯デューティよりも大きい点灯デューティに対応付けられている点灯パ
ターンを点灯パターン記憶部１１１から抽出した場合に、点灯パターン抽出部１１４によ
り抽出された点灯パターンにおいて全点灯が割り当てられている半波長に対し、全点灯に
替えて一部点灯を割り当てる。ここで、一部点灯とは、半波長のうち一部の期間のみハロ
ゲンヒータ１２１を点灯させるものである。すなわち、一部点灯は、交流電圧の位相を変
化させる制御である。
【００３０】
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　一部点灯割当部１１５により得られた点灯パターンは、間引きパターンに一部点灯が割
り当てられたパターンであり、この点灯パターンによるハロゲンヒータ１２１の点灯制御
を間引き位相制御と称する。
【００３１】
　点灯制御部１１６は、点灯パターン抽出部１１４により抽出された点灯パターンまたは
一部点灯割当部１１５により一部点灯が割り当てられた点灯パターンに基づいて、ハロゲ
ンヒータ１２１の点灯を制御する。
【００３２】
　図３は、画像形成装置１０によるヒータ制御処理を示すフローチャートである。まず、
点灯デューティ決定部１１３は、点灯デューティを決定する（ステップＳ１００）。点灯
デューティ決定部１１３により決定された点灯デューティが閾値（３０％）以下である場
合には（ステップＳ１０２，Ｙｅｓ）、点灯デューティ決定部１１３は、決定された点灯
デューティよりも高い点灯デューティに対応付けられている点灯パターンを点灯パターン
記憶部１１１から抽出する（ステップＳ１０４）。なお、本実施の形態においては、４０
％の点灯パターンを抽出する。次に、一部点灯割当部１１５は、点灯パターン抽出部１１
４により抽出された点灯パターンのうち全点灯が割り当てられている半波長に対し一部点
灯を割り当てる（ステップＳ１０６）。次に、点灯制御部１１６は、一部点灯割当部１１
５により一部点灯が割り当てられた点灯パターンに従いハロゲンヒータ１２１の点灯を制
御する（ステップＳ１２０）。
【００３３】
　一方、ステップＳ１０２において、点灯デューティが閾値よりも大きい場合には（ステ
ップＳ１０２，Ｎｏ）、点灯パターン抽出部１１４は、点灯デューティ決定部１１３によ
り決定された点灯デューティに対応付けられている点灯パターンを点灯パターン記憶部１
１１から抽出する（ステップＳ１１０）。そして、点灯制御部１１６は、点灯パターン抽
出部１１４により抽出された点灯パターンに従いハロゲンヒータ１２１の点灯を制御する
（ステップＳ１２０）。以上でヒータ制御処理が完了する。
【００３４】
　図４は、一部点灯割当部１１５により一部点灯が割り当てられた点灯パターンの一例を
示す図である。点灯デューティ決定部１１３により点灯デューティが１０％と決定された
場合には、点灯パターン抽出部１１４は４０％の点灯パターンを点灯パターン記憶部１１
１から抽出する。そして、一部点灯割当部１１５は、図４に示すように、４０％の点灯パ
ターンのうち全点灯が割り当てられた半波長に対し、全点灯にかえて一部点灯を割り当て
る。
【００３５】
　点灯デューティが低い場合には、制御周期内においてハロゲンヒータ１２１が点灯する
期間が短くなる。このため、点灯パターン記憶部１１１に記憶されている点灯パターンを
用いた点灯制御を行った場合には、消灯期間が継続することに起因した突入電流の増加が
問題となる。
【００３６】
　これに対し、本実施の形態にかかる画像形成装置１０においては、点灯デューティによ
り定まる１または２以上の半波長分の点灯を複数の半波長の一部点灯に分割して制御周期
内に割り当てることにより消灯期間を短くすることとした。さらに、一部点灯を割り当て
る半波長については、点灯パターン記憶部１１１に記憶されている点灯パターンに従うこ
ととした。これにより、突入電流の増加を抑制し、フリッカを低減させることができる。
【００３７】
　次に、一部点灯を割り当てる処理について説明する。本実施の形態にかかる一部点灯割
当部１１５は、点灯パターンに割り当てられた複数の一部点灯による点灯電力の総和が、
点灯デューティ決定部１１３により決定された点灯デューティから定まる点灯電力の総和
と等しくなるように、半波長における点灯の割合を定める。さらに、各一部点灯における
点灯電力が等しくなるようにする。
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【００３８】
　図５－１および図５－２を参照しつつ、１０％の点灯デューティを４０％の点灯パター
ンに割り当てる例について説明する。図５－１に示す、１０％の点灯デューティに相当す
る１半波長分の全点灯の電力量は、式（１）により算出される。式（１）中、ＶはＡＣ電
源電圧の実行値、ａ、ｂはゼロクロスのタイミングを示している。θ（ｒａｄ）は、時刻
ａ，ｂにおいてｓｉｎ波と交わるところの位相角である。
【数１】

【００３９】
　４０％の点灯パターンに一部点灯を割り当てる場合には、図５－２に示すように、点灯
パターンには４つの一部点灯が割り当てられる。４つの一部点灯の期間をｃ－ｄ、ｅ－ｆ
、ｇ－ｈおよびｉ－ｊとした場合、４つの一部点灯の点灯電力の総和は、式（２）により
算出される。したがって、点灯デューティ決定部１１３により決定された点灯デューティ
から定まる点灯電力量の総和と、点灯パターンに割り当てられた複数の一部点灯による点
灯電力の総和を等しくするには、式（１）と式（２）の電力量が等しくなるように、各期
間を定めればよい。
【数２】

【００４０】
　さらに、本実施の形態においては、図５－２に示す４つの一部点灯期間が同一期間とな
るように、各期間を定めることとする。
【００４１】
　このように、本実施の形態にかかる画像形成装置１０は、制御周期当たりの点灯回数を
増加させつつ、点灯デューティ決定部１１３により決定された点灯デューティにより定ま
る点灯電力を実現するので、所望の電力供給を維持することができる。
【００４２】
　さらに、本実施の形態においては、各一部点灯の期間を同一とする、すなわち均等な一
部点灯を割り当てることにより、各一部点灯の点灯電力量を一定とすることにより、連続
点灯時の電圧降下に差異が生じないので、電圧変動を抑制することができ、フリッカレベ
ルを改善することができる。また、このように、各一部点灯の期間を同一期間とすること
により、制御の簡素化を図ることができる。
【００４３】
　以上のように、第１の実施の形態にかかる画像形成装置１０によれば、決定された点灯
デューティが低い場合には、フリッカを回避するように設定された点灯パターンに、必要
な点灯デューティ分の点灯を一部点灯として割り当てることにより、高調波電流、雑音端
子電圧のレベル低下を抑制しつつ、フリッカレベルを改善することができる。
【００４４】
　なお、半波長の一部に点灯を割り当てる位相制御においては、高調波電流や雑音端子電
圧のレベル悪化が問題となる。これに対し、本実施の形態においては、例えば４０％点灯
パターンにおける全点灯の期間のみ位相制御とするように、位相制御回数を間引くことと
したので、高調波電流や雑音端子電圧のレベル悪化を抑制することができる。
【００４５】
　本実施の形態の第１の変更例について説明する。本実施の形態にかかる画像形成装置１
０においては、点灯デューティ決定部１１３により決定された点灯デューティが３０％以
下である場合に、一部点灯を割り当てる点灯パターンを４０％の点灯パターンとしたが、
これにかえて６０％の点灯パターンとしてもよい。図６は、６０％の点灯デューティに１
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半波長１０％点灯デューティ分の一部点灯を割り当てた点灯パターンを示す図である。
【００４６】
　６０％点灯パターンは、４０％点灯パターンに比べて点灯の割合が多いことから、高調
波電流や雑音端子電圧のレベルは悪化させるものの、突入電流を低減させることができる
。したがって、装置の特性等に基づいて、４０％と６０％のうちいずれの点灯パターンを
抽出することとするかを設定するのが好ましい。
【００４７】
　例えばハロゲンヒータ１２１の定格電力が比較的大容量であり、フリッカレベルの改善
が優先される場合には、点灯回数を多くし、一点灯当たりの電力供給を少なくするのが好
ましい。したがって、この場合には６０％の点灯パターンを用いるのが有効である。
【００４８】
　一方で、ハロゲンヒータ１２１の定格電力が比較的小容量であり、高調波電流および雑
音端子電圧のレベル悪化の抑制が優先される場合には、点灯回数を減らし、位相制御の回
数を抑えるのが好ましい。したがって、この場合には４０％の点灯パターンを用いるのが
有効である。
【００４９】
　また、第２の変更例としては、点灯パターン抽出部１１４は、点灯デューティ決定部１
１３により決定された点灯デューティが閾値である３０％以下である場合に、一部点灯を
割り当てる点灯パターンを、決定された点灯デューティに応じて異ならせてもよい。例え
ば、点灯デューティ１０％と決定された場合には、４０％の点灯パターンを抽出し、点灯
デューティ２０％と決定された場合には、６０％の点灯パターンを抽出することとしても
よい。またこれとは逆に、点灯デューティ１０％および２０％と決定された場合に、それ
ぞれ６０％および４０％の点灯パターンを抽出してもよい。
【００５０】
　また、第３の変更例としては、一部点灯割当部１１５が、決定された点灯パターンに割
り当てる複数の一部点灯の電力量を異ならせてもよい。例えば、図７に示すように、一部
点灯割当部１１５は、点灯パターンの先頭から最後尾にかけて徐々に点灯電力が大きくな
るような複数の一部点灯を割り当ててもよい。これにより、ハロゲンヒータ１２１の点灯
時の電圧変動を抑制することができる。
【００５１】
　また、他の例としては、図８に示すように、一部点灯割当部１１５は、点灯パターンの
先頭から最後尾にかけて徐々に点灯電力が小さくなるような複数の一部点灯を割り当てて
もよい。これにより、ハロゲンヒータ１２１の消灯時の電圧変動を抑制することができる
。
【００５２】
　また、他の例としては、図９または図１０に示すように、一部点灯割当部１１５は、一
部点灯だけでなく全点灯を割り当ててもよい。なお、このように、複数の一部点灯の電力
量を異ならせる場合においても、点灯パターンに割り当てられた複数の一部点灯の点灯電
力量の総和が決定されたデューティにより定まる電力量と等しくなるよう、各一部点灯の
期間を決定することとする。
【００５３】
　また、第４の変更例としては、一部点灯割当部１１５は、比較的長期の制御として、ハ
ロゲンヒータ１２１の点灯開始後の一定期間においては図７に示すように、徐々に点灯電
力が増加するような点灯パターンを割り当て、その後は、図４や図６に示すように一定の
点灯電力の点灯パターンを割り当て、ハロゲンヒータ１２１の消灯前の一定期間において
は、図８に示すように、徐々に点灯電力が減少するような点灯パターンを割り当てること
としてもよい。
【００５４】
　本実施の形態の画像形成装置は、ＣＰＵなどの制御装置と、ＲＯＭやＲＡＭなどの記憶
装置と、ＨＤＤ、ＣＤドライブ装置などの外部記憶装置とを備えており、通常のコンピュ
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ータを利用したハードウェア構成となっている。
【００５５】
　本実施形態の画像形成装置で実行されるヒータ制御プログラムは、インストール可能な
形式又は実行可能な形式のファイルでＣＤ－ＲＯＭ、フレキシブルディスク（ＦＤ）、Ｃ
Ｄ－Ｒ、ＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｋ）等のコンピュータで
読み取り可能な記録媒体に記録されて提供される。
【００５６】
　また、本実施形態の画像形成装置で実行されるヒータ制御プログラムを、インターネッ
ト等のネットワークに接続されたコンピュータ上に格納し、ネットワーク経由でダウンロ
ードさせることにより提供するように構成しても良い。また、本実施形態の画像形成装置
で実行されるヒータ制御プログラムをインターネット等のネットワーク経由で提供または
配布するように構成しても良い。
【００５７】
　また、本実施形態のヒータ制御プログラムを、ＲＯＭ等に予め組み込んで提供するよう
に構成してもよい。
【００５８】
　本実施の形態の画像形成装置で実行されるヒータ制御プログラムは、上述した各部（点
灯デューティ決定部、点灯パターン抽出部、一部点灯割当部、点灯制御部）を含むモジュ
ール構成となっており、実際のハードウェアとしてはＣＰＵ（プロセッサ）が上記記憶媒
体からヒータ制御プログラムを読み出して実行することにより上記各部が主記憶装置上に
ロードされ、各部が主記憶装置上に生成されるようになっている。
【００５９】
　なお、上記実施の形態では、本発明の画像形成装置は、コピー機能、プリンタ機能、ス
キャナ機能およびファクシミリ機能のうち少なくとも２つの機能を有する複合機であって
もよく、複写機、プリンタ、スキャナ装置、ファクシミリ装置等の画像形成装置であれば
いずれにも適用することができる。
【符号の説明】
【００６０】
　１０　画像形成装置
　１００　メイン電源
　１０１　ＡＣ電源
　１０２　フィルタ
　１０３　整流ダイオード
　１０４　平滑コンデンサ
　１０６　電磁リレー
　１０７　スイッチ
　１０８　ゼロクロス検知回路
　１１０　制御基板
　１１１　点灯パターン記憶部
　１１２　制御部
　１１３　点灯デューティ決定部
　１１４　点灯パターン抽出部
　１１５　一部点灯割当部
　１１６　点灯制御部
　１２０　定着ユニット
　１２１　ハロゲンヒータ
　１２２　サーミスタ
　１４１　電源ＳＷ
　１４２　ドアＳＷ
　１４３　ＴＲＩ
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